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武庫川女子大学 薬学部 健康生命薬科学科 化粧品製剤科学研究室

渡 辺  啓

1. は じ め に

武庫川女子大学は大阪と神戸の中間地点にあたる西宮
にある総合大学です。学校が設立されたのは約80年前
です。大都市からの交通の便が良いことを創始者が非常
に重視していたとのことで，郊外への大学移転ブームの
際にもブレることなくその精神を貫き，交通至便な地に
学舎を構え続けています。
薬学部は阪神甲子園駅からバスで5分の浜甲子園キャ
ンパスにあります。阪神甲子園駅のそばには甲子園球場
があります。甲子園球場は屋根がない開放型のスタジア
ムなので帰宅時間帯には大きな歓声が聞こえます。
武庫川女子大学の学生数は1万人を超え，日本最大の
女子大学です。附属の学校として，保育園，幼稚園，中
学校，高校があり，阪神地域ではとても親しまれ信頼を
置かれています。
わたしは2023年3月末に株式会社資生堂を退社し，4
月より本学薬学部教授として着任しました。前職の資生
堂では化粧品製剤（特にスキンケア，洗浄剤）の基礎研
究および製品化研究を行ってきました。大学では化粧品
製剤のセオリーや経験則を体系化して教える企業経験の
ある教員としての役割を期待されています。

2. 薬学部における化粧品研究室の位置づけ

薬学部には薬剤師を目指すための6年制の薬学科と，
民間企業などへの就職を目指す4年制の薬科学科があり
ます。前者は国家資格である薬剤師が取得できることを
金看板に掲げているため，試験合格のための教育機関と
しての性質が強くなっています。
それに対して後者では，希望の職種や安定した企業に
就職することを目的としているため，職業訓練的な要素
を含むことになります。そのため，学生にとって研究室
の専門分野はとても重要になります。こういった事情か
ら，特に女子学生から人気の高い「化粧品科学」を薬科
学科の目玉に据えようとする動きが全国の薬学部に見ら
れます。
当研究室は2019年に前任の平尾哲二先生（現：特任教
授）によってスタートしました。平尾先生の退任に伴い

2023年よりわたしが着任しました。平尾先生の時代は
コロナ禍と重なってしまい，対面での講義や実習を行う
こともままならず，研究室の運営もとてもご苦労があっ
たと聞いています。コロナが明けた現在，学生にとって
も研究室へ来ることが日常になりました。また，平尾先
生が残された皮膚計測関係の機器に加え，製剤の計測に
使用する物理化学系の機器もそろい始め，研究が軌道に
乗りつつあります。

3. 研究室メンバーについて

研究室にはわたしのほかに，乳化機の最大手であるプ
ライミクス株式会社を退職して2024年4月に着任した
浅野ちひろ助手がスタッフとして在籍しています。ま
た，客員教授として南野美紀先生，神田不二宏先生，菅
沼薫先生，谷都美子先生が，さらには前任の平尾先生が
側面から支えてくれています。困ったときに香粧品科学
の錚々たるメンバーに相談できるのはたいへんありがた
いことです。
学生は今年配属された3年生が8名，昨年配属された
当研究室の一期生である現4年生が5名の計13名です
（Fig. 1）。3年生から研究室に配属するのが学科の大き
な特徴です。これは大学院に進学せずに就職活動をする
学生が多いためです。面接などで研究のアピールをしや
すいことがメリットで，おおむね学生からも教員からも
好意的に受け止められているやり方です。
当研究室は大学院への進学率が学科内でも際立って
高く，今年度の4年生5名のうち3名が進学することに
なっています。これを継続することで，学生間で知識や
技能を伝承できるようになることが理想です。そのため
には適度に難しく適度に楽しい，好奇心を刺激されるよ
うなテーマを設定することが重要ですが，これがとても
難しいと感じています。

4. 研究テーマについて

4–1. 界面活性剤溶液系で生成する液晶相，マイクロエ
マルション相の研究

マイクロエマルション相として界面活性剤分子が会合
して3次元のネットワーク構造を形成した相，すなわち
バイコンティニュアスマイクロエマルション相やスポン
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